
課題番号  5 昭 和 46年 度 技‐術 開 ‐発 :1報 ,告 書

課 題 名 多目的先行造林技術の体系化試 験

開 発  期  間
開始年度 46年 度  調査年度 46年 度

終了 (見込 )年度 50年 度

開発担当者 所属氏名

長  署 経営課長 岩 井 良 二

菊池署  ″   青 柳 朋 夫

水俣署  ″   山下 睦 1男

都城署  ″   中村 琢 磨

経 費

当年度   860,470円

累  計    860,470円

開 発 目 的

地持および保育の省力、林地保全、凍害防止等を 目的とした樹下植栽によそ

JL業 方法の確立をはβ`る
す
。

開 発 計 画

試験地を設定 し下記事項について調査す る。

(J 作業功程お よび経 費

収護調査、伐集材、地落、植付

(21 櫨 栽 木        、

活着率、成育状況

{3)林 地保 全、気象害、残持林分の被害植生等

営林局
`■

おける開発結果の

評価お■び普及計画の概要

-68-

予備 実験で相 湘対照度と間伐率との関連を解明し、これにもとづいて、 ス

ギ、ヒノキ伐期到達林分に相対照度 15%20%30%40%50%に なるよ

うそれぞれ間伐 (受 光伐 )を行ないポソ ト苗、普通苗を皆伐更新に準 じて植付

けた試験地を設定した。

1.予備実験  先行造林は主伐前の林分を問伐 (■ よつて相対照度をコン トロ

ールし樹下準栽によつて成林を期待す る方法であlρ
でヽ間伐と相対

照度(■ ついての予備実験を行なつた。

2.設   定  目標とする間伐率 (30%、 15%無 F・5伐 )あ るいは収量比

数を決めて試験地を設定した。

3.植付作業  林内に侵入している小径広葉樹は刈払いしたが、林内(■ 残存

する間伐材の未木枝条、ともに特別 (■ 人手をρヽけて地落するほどのこ

とはなく植付作業に支畔はなかつた,

また土壌が膨軟で値付作業れま非常に容易であつた。
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熊 本 営 林 局課題番号 /・ 10-1 昭 和 48 年 度

多 目的 先 行 造 林 技 術 体 系 化 試 験

開始年度 46年度    調査年度  48年 度

終了 (見込)年度  50年 度

開発担当者

氏 名

当 年 度

累  計

省力、林地保全、凍害防止等を目的とした樹下植裁による成林方法を検討す

下木の成育可能環境を把握するために、林分密度管理図を基本 1/Cし た間1伐 を

実施 し、収量比数ならびに間伐率を関連づけた樹下植栽の実施手法をFiC立 する
J

営麻局1/Cお ける開
景観維持を必要 とする林分の更新については、本試験結

補正方法、照度と本数、材横などの関i● づけについて究
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した密度により検討を進 め、照度
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課  題

所

開発担当者

所 属 氏 名 菊 池 営 林
調 査 係 長

鹿北担当区主任

当 年 度

累  計

省力、林地保全、凍害防止等を目的とした樹下植裁による成林方法を検討す

る。

実施し、収彙比数ならびに間伐率を関連づけた樹下植栽の実施方法を確立する

ふ 術 開 発1報::告 書
熊 本 営 林 局

収量比数 耳yO_70、 060、 0_55に 間伐、この場合の間伐率

(材積率)は 無間伐、 15%、 13%。
スギ、 ヒノキを hC当 り 4,000本 植として普通植 47年 3月 実施

3年 10月 現在 )

Ry070=97%、  100%、 82%、 91% Ry060=100ム  10o%、

looa/.、 loo%  Ry055=100%、  100ム 99%、 99‰

4 成長景

(1)樹高 (“ )

昭 和 48

的

年 度
}i:: ●:課題番号 IZ1 0-2

名

発

間

多 日的 先 行 造 林 技 術 体 系 化 試 験

開始年度  46年 度

終了 (見込)年 輩  50年 度

経施実

1 間伐率

2 植 付

3 活着率 (4

綱

費

発開

察 2成 長期経過 した上長成長は Ry070で は スギ 16～ 18“ 、ヒ`'央 区 期 喘 :理 し ′t_L丁尺い コК Vよ 工` y v ` v tvょ ^■  ■ V′ ~■ 0し
“、 こ |

ノキ 9～ 18"、 Ry060で は スギ 21～ 37の 、 ヒノキ 42～ 45 1

“
 ヽ _ハ こ ビ ゛ レト  ■ せ ● ′ン_、 `_ ,´ ノ キ

`n_,ビ
_1_  : |

某鵜旦LT∫涯讐knliI■lIュ Ifキ
40-′ 5mと 、上

|

亀薯L為1議聾:憲 :言斑[[性昼雀這二′iflξll:と L重倉r。
|

考

(2)根 元径 (昴 )

無肥

RyO.60を 最低密度 として検討を進め、照度の推移、 補正方法、照度と本数、材積等 との関連づけについて究明する。
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課題番号 Z10-3

発 1 開始年度 46年 度

開発担当者

所 属 氏 名

昭 和 48年 度

調査年度  48年 度

Ｆ

Ｉ

Ｆ

開

　

期

所    属 職   名   |

水 俣 営 林 署
大川内担当区主任 |

中
　
山

田
　
西

長係査調 義 行

弘 身

‡

1省力、林地保全、凍害防止等を 目的とした樹下植栽による成林方法を検討する。
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下木の成育可能環境 を把握するために、林内照度、 li・l伐率を関連づけ、樹下植

裁の実施方法を確立 する。

「
~~:

lf

林局における開

結果 の評価およ

普及計画の概要

-84-
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ヽ
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技 術 開 発 報 告 書
熊 本 営 林 局

Ｆ
庁

Ｆ

‐

間伐率

2 植 付

3 成長量

4 考 察

46年生 ヒノキ林分

間伐率 (材積率) 16%
相 対 照 度  17%
ヒノキhc当 り 3,000本普通植 (

18%  無間伐

24%  8%
47年 3月 実施

当初、目標相対照度を20%区 、 30%区 に計画 していたが、

選木技術の拙劣さから 17%、 24%区で設定しており、全般

に照度不足の感があり、 2成長期経過した現在では対照区 (普

通造林地)の 半分の成長量に止どまる。

下葉の結上り現象が植付後 4ケ 月間位い見られたが、その後と

まつたものの成長量に大きく影響 L´ たものと推測される。

照度補整伐をおこない 30%程 度の環境をつくり、今後の推移

を調査する。          、
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技 術 報 告 書
||   |.

発
・

開

ｒ
昭

1和 48年 度
熊 本 営 林 局

課題番号 %10-4
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ぎ

実
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汽

分
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付

　

量
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れ
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針
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長
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対

間
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成

■

２

３
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５

題  名 多 目的 先 行 造 林 技 術 体 系 化 試 験
課

開 開始年度  46年 度    調査年度発

　

間
期 終了 (見 込)年 度  50年 度

所 属 氏 名 都 城 営 林

調 査 係 長

高城担当区主任

地 ご しらえお よび保育の省力、

ょる成林方法を検討する。

林地保全、凍害防止等を目的とした樹下植栽に

下木の成育 HI能 環境を把握するために相対照度を関連づけ、

法を確立する。

属Ｆ
Ｉ
Ｉ 開発担当者

計開

樹下 lLH栽 の実施手

察  植栽木の成育は、相対照度に関連をもつた状態で、ブ■ツタ

毎に可成りの樹高差が生じており、単木について観察したと

ころでは皆伐区に比較 L´ てバラツキが大きいようである。

ボツ ト苗のメリツ トは、 3月 植では全 くない、むしろ普通宙

が 良 イヽ`o

|

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形



昭 和 49年 度
課題番号Z10

課  題  名 多 目的 先 行 造 林 技 術 体 系 化 試 験

開 発 期 間
開始年度  46 年度    調査年度  49 年度

終了 (見込)年度   50 年度

開 発 担 当 者

所 属 氏 名

所 属 職 名 名

長 崎 営 林 署

菊 池   ″

水 俣   〃

者β 坊え     ″

調
　
種
　
調

査  係

苗

査

長 上 村 縁 郎

島  木    賢

田 中 義 行

森  川  秀 次 郎

経
靭
費

度

計

年当

累

た樹下植栽による成林

計      1

握す るために,林分密

と相対照度 との関連づ

開 発

省力 ,林地保全 ,凍害防止等 を目的 とし

開 発

樹下植栽木の成育可能環境 を客観的に把

(Ry)と 相対照度 との関連お よび間伐率

の実施手法を確立す る。

与法を検討する。

夏管理図による収量数

ヴを行 ない,樹 下植栽

営林局における開

発結果の評価お よ

び普及計画の概要

1 樹下植栽木 の成林をはかるため必要な最低の林内環境 (光 条件)

健全 な成長 を促進するためにはRyが 0.55位 の密度まで疎開 し

Ryと 相対照度の関連を明 らかにして必要 とす る林内環境を容

正方法などについて究明す る必要がある。

-50-

技 術 開 発 報 告 書 熊 本 営 林 局

実 施 経 過

上木の間伐

上木の環境 を客観的にとらえる方法 として,収量比数 (Ry)に よる上木密度の

把握方法 (長崎署 ,菊 池署)と ,相 対照度 ならびに間伐率による上木密度の把握方

法 (水 俣 ,都城署)に より上木の間伐を実施 した。

2 植   付

スギ,ヒ ノキを花当 り3.000～ 4000本 普通植で 47年 3月 に実施。

開 発 結 呆

考 察

樹下植栽木の林分環境の把握方法は,林分密度管理図の収量比数 (Ry)に よる

方法が実際的で,し か も現地 にかろし易い方法である。

活着は上木密度に よる差はないが,Rァ が 0,7～ 0.8(相対照度 15～ 8%)の
環境ではヒノキの場合 ,下葉の枯上 り現象が起 り,後 の成長が大きく5R害 されている。

下木の成育は,上本の疎開度に応 じて明確 な差があり,疎開度の大 きい程 ,す な

わち,相対照度の大 きい程良い成長を示 しており,成林 をはかるために必要な最低

の環境は,Ryが 0.6位 で,相対照度が 25%位 のところと考え られる。

健全な活着 と成長の促進 をはかるためには,林分環境 をRyで 0.55程度 (こ の

時の相対照度約 30%に なる)の ところまで間伐 し,林 内の光条件を良好に して植

栽することが必要 と思われるO

相対照度の推移は,間 伐後 1年経果で 4～ 8%低下 し,2年 目以降は 2～ 4%低

下する傾向が認め られる。

上木密度を急激に疎開 したことにより急惧 された気象被害は認められない。

(21

(31

(41

(D

(61

は,こ れまでの試験結果か らRyが 0.6位 の密度であることが明 らかにされたが ,よ り

光条件 を良 くする必要がある。

易につ くれる手法を確立す るとともに,間 伐後の相対照度の推移 と照度補正の時期 ,補

_51_
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